
 

2014 年 4 月 10 日 

基金 21 を通じて神奈川県と協働で避難者支援を推進 
かながわ避難者と共にあゆむ会、かながわボランタリー活動推進基金 21 の 

協働事業として県内避難者支援ネットワーク構築事業を推進 
 

かながわ避難者と共にあゆむ会（鈴木 實 代表）は、平成 26 年度かながわボランタリー活

動推進基金 21 の協働事業負担金課題部門の新規事業として当会の「県内避難者との協働に

よる支援ネットワーク構築事業」が採択されたことを受け、神奈川県内に避難されている

方々および支援・市民団体との協働による支援ネットワーク構築事業をさらに推進します。 

この事業は、東日本大震災および東京電力福島第一原発事故により神奈川県内に避難され

ている方々の生活再建を、避難者自身、被災自治体、支援・市民団体、行政機関等が協働し

て支援していくことを目的としています。特に、長期にわたる避難生活の中で分断された避

難者のつながりを復活させ、避難者自身が主体的に生活再建と相互支援に取り組んでいける

ようなネットワークづくりを主眼に置いています。当年度の対象事業予算 1,170 万円のうち

基金 21 の助成金額は 1,000 万円です。 

これまでの当会の事業は、福島県からの助成金や、団体・ご協力者・ご支援者からのご寄

付を基に、ボランティアメンバーが中心となり運営してきました。今回のかながわボランタ

リー活動推進基金 21 の協働事業負担金の採択によって、さらに安定した体制で、自治体や

各種支援・市民団体との連携を強めながら事業を推進できることとなります。 

 

事業の概要 
以下の事業を柱とし、常勤スタッフを含む事務局スタッフとボランティアスタッフが各事

業を運営します。 

【事業 1】避難者同士のネットワーク形成支援事業 
避難者を対象とした交流会や個別訪問、被災地自体訪問、他団体との連携などを通じ、避

難者同士のネットワークの形成支援と支援団体の連携を図ります。 

【事業 2】かながわ・あづまっぺお茶っこ会事業 
趣味の活動や気軽な交流機会を月 2 回程度設け、避難者自らの主体的な活動や避難者の相

互支援の形成を促進します。 

【事業 3】町別交流懇談会事業 
避難元別の交流と情報交換の機会を月 1 回程度設け、避難先での孤立の解消やコミュニテ

ィ再生を目指すとともに、避難元の自治体や団体との情報交換と連携を図り、避難者の相互

支援の形成を促進します。 

【事業 4】ふるさとコミュニティ in かながわ事業 
年 2 回の大規模なイベントを通じて多くの避難者に交流と保養の場を提供するとともに、

神奈川における避難者支援の取り組みについて避難者や県民への認知の向上を目指します。 

【事業 5】広報・ホームページ事業 
支援団体間の情報を共有化し、会報誌の発行およびホームページの活用による効率的な情

報提供を目指します。 
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【事業 6】勉強会および支援団体交流事業 
避難者の現状や関連制度について情報を共有するため、公開の勉強会を開催し、併せて支

援団体間の交流の場を設けます。 

 

今後の展開 
これらの事業は、避難されている方々の置かれている状況の変化を見据えながら必要に応

じて内容を変えていくことを前提として、かながわボランタリー活動推進基金 21 の協働事

業としては最大 5 年間の継続が可能な運営体制を確立します。その一貫として、かながわ避

難者と共にあゆむ会の NPO 法人化も検討していきます。 

 

かながわ避難者と共にあゆむ会について 
東日本大震災および東京電力福島第一原発事故の影響により神奈川県内に避難された方々

への支援活動を発災直後から続けてきた有志メンバーが集まり、平成 25 年 6 月に任意団体

「かながわ避難者支援ネット」を結成しました。 

私たちが目指すのは、避難されている方々同士がつながり、語り合い、共にあゆむこと。

そしてその交流を支援することです。“ふるさと”との絆を新たにすると同時に、生活の場

となる神奈川県などの地域住民とも交流していただき、避難されている方々が主体的に生き

生きとした生活と笑顔を取りもどすことを目的にしています。 

この活動方針について話し合いを重ねる中で、「支援する者」「支援される者」という立

場を超えて共にさまざまな課題と問題に取り組むことを目指して、平成 25 年 10 月 1 日に団

体名称を「かながわ避難者と共にあゆむ会」と変更しました。 

平成 25 年度中には、「かながわ・あづまっぺお茶っこ会」、「町別交流懇談会」、「ふ

るさとコミュニティ in かながわ」など、横浜市を拠点とする交流会を実施してきました。ま

た、福島県から避難されている方を対象として一時帰宅と交流を目的とした「ふるさとバス」

事業（計 3 便）を実施しました。 
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本件に関するお問い合わせ： 東 尚子（広報担当） 

    メール：pr@hinansha-shien.net 

    電話 ：080-8053-6940 


